
不活化ポリオワクチンの接種について

平成 23 年 10 月より、サノフィ ・パスツール社製の不活化ポリオフクチンの接種を開始

します。接種の対象は、主に海外渡航のために不活化ポリオワクチンの接種を要する小児

及び成人となりますが、渡航者以外の希望者も受け付けております。

予約は、乳児～就学前児童は、月曜日午前 「不活化ポジオワクチン外来枠」、それ以外の

小児及び成人は通常のワクチン外来枠で接種を行います。

不活化ポリオワクチンは、現時点では国内で認可されておりません。このワクチンは、

当院が個人輸入し、ご希望する方に接種するものです。不活化ポリオワクチンは、既に多

くの国々において使用されておりますが、重篤な副反応の報告はほとんどありません。し

かし、万が一不活化ポリオワクチンにより重篤な副反応が出現しましても、国内法に基づ

く補償は行われません。このため、接種に際しましては、御本人あるいは保護者の方に、

不活化ポリオワクチンの効果及び副作用についてご理解いただいた上で、事前に接種要請

書への御署名をいただいております。

なお、ジフテジア ・百日咳 ・破傷風 3 種混合ワクチン、ヘモフィルスインフルエンザ b

型菌 (H ib) ワクチンが開始されていない乳児の方には、5 種混合ワクチン (ジフテリア ・

百日咳 ・破傷風 3 種混合ワクチン、ヘモフィルスインフルエンザ b 型菌、不活化ポリオの

混合ワクチン) をお勧めしております。5 種混合ワクチンも輸入ワクチンであり、接種前に

接種要請書へ御署名いただいております。

不活化ポリオワクチンは、入荷の状況が不安定となる場合があります。不活化ポジオフ

クチンを十分に確保できないと判断される場合は、予約の制限または一時中断となること

があります。また、接種希望者が急増した場合にも、予約の制限、接種の一時中断を行う

場合がございますので、あらかじめご了承ください。

不活化ポリオフクチンの接種方法は、小児は、生後 2 か月から 1‐2 か月間隔で 3 回接種

(大腿部へ筋肉注射) 行い、3 回目終了後 1年後に 4 回目を接種します。成人は、1‐2 カ月

間隔で 2 回接種した後に、8‐12 カ月後に 3 回目の接種を行います。既に不活化ポリオワク

チン、経口生ポリオフクチンの接種を完了されている方も、最終のワクチン接種より 5‐10

年経過した場合に追加接種を行うことがあります。

現在、国産 4 種混合ワクチン (ジフテリア、百日咳、破傷風、不活化ポリオ) 及び国産

不活化ポリオワクチンの開発が進められておりますが、これらのワクチンが市販されまし

たら、現在使用しております海外産不活化ポリオフクチン接種は終了する予定です。



死
亡
者
犠

櫛

的

抑

崎

。

届
出
患
書
数

‐
         不活化ポジオフクチンに関する説明書

ポ夢オウイルスによる病気と流行状況

現在, 日本ではポジオウイルス(1型), 2 型, 3 型 ;野生株) によるポジオ (急性灰由髄炎) は
発生していません。1981 年以蜂日本で報告されたポジオ症例はすべてポジオフクチン株ウイルス

によつて引き起こされたものです。

1960 年 (昭和 35 年) 北海道を中心にポジオが

大流行。

1961 年 (昭和 36 年) 経田生ポジオフクチンを

ノビユ ト連邦とカナダから緊急輸入 して, 7

月から小児に接種。

1962 年 (昭和 37 年) ポリオ患者数激減。

1964 年 (昭和 39 年) より経田生ポリオフクチ

ンを定期予防擦種ワクチンとして接種。

1981 年 (昭和 56 年) 以降のポ夢オ症7Fjはすべ

てフクチン関連麻森症例。

(感染症予防必携の付表より作図)

W I10 が進めているポジオ根絶計画によって, ポ 夢オ野生株ウイルスによるポジオの発生がみら

れる国々は, その数が減少しており, イン ド北部とアフリカのナイジェリアが主な流行地域です。
しかし, 人々が短時間で蓮婦地に移動できるようになつたため, これらの流行地域から他の目々に

野生株ウイルスが運ばれて, 運ばれた先でポメオ患者が発生することがあります。また, ポジオフ

クチン接種率が低くなつた地域ではポリオフクチン株ウイルスが角療のない人々に感染 し, 次第に

病原性が強くなって, 麻癖患者が発生することもわります。このため, ポリオが根絶された国々で

もポジオの再流行を防ぐため, 国民へのワクチン接種を継続しています。

ポジオフクチンの種類

現在, 世界で使用されているポリオワクチンは, 経口生ポリオフクチンと不活化ポ夢オフクチン

の2 種類があります。日本では, 経日生ポジオフクチンが定期接種として, 生後 3 カ月から 901カ

月の間に2 田 (標準的には生後 3 ～ 18 カ月の間に) 経日接種されています。経口生ポリオフクチ

ンはきわめて有効なフクチンですが, 400 万～ 500 万回の投与に1 例の割合で, フクチン関連の麻

癖例が報告されています。

日本ではまだ認可されていませんが, ポ夢オが根絶された国々の多くでは, 経田生ポ夢オフクチ

ン接種後の麻輝発生を防ぐため, 不活化ポジオフクチンが接種されています。

国によつては, ワクチン関連の麻津を防ぎつつ強い免疫を付与するために, 初め不語化ポジオフ

クチンを 1～ 3 田注射し, 次いで経日生ポジオンクチンを 1～ 6 田飲ませています。たとえば, 米

国では, 1996 年に, 経口生ポリオフクチン接種から, 不活化ポジオアクチンを 2 田注射したのち

経日生ポジォフクチンを 2 田飲むという接種方式を導入し, 2000 年に不活化ポリオフクチン 4 田

接種に変更するまで実施していました。
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不活化ポタオフクチンの接種法

今回用いる不活化ポリオフクチンはサノフィ・パスツール社製のフクチン (商品名 :イノブァッ
クス ・ポ ジォ, IN O V A X  PO L IO ) です。

本アクチンは, 生後 2 ヵ月から接種を受けられます。 1 回 0.5m lのフクチンを 1 ～ 2 ヵ月間隔で
3 回接種します。経日生ポリオフクチンと違って, 接種は大腿部への筋肉注射で行います。 3 回目
接種が終了して 1 年後に4 回目の接種を行います。その後は, 5 年ごとの追加接種が勧められてい

ます。それは, 不活化ポジオワクチンによる免疫は, 経田生ポリオワクチンによる免疫ほど強くな
いためです。

不活化ポジオフクチンは成人にも接種できます。成人の場合は, 1 ～ 2 ヵ月間隔で2 回接種し,
2 回目接種終了 8 ～ 12 ヵ月後に3 回目を接種しますとその後は, 10 年ごとの追加接種が勧められ
ています。小児期に経田生ポジオフクチン接種を2 回済ませている成人では, 1 回追加接種します。

不満化ポ夢オアクチンの有善事象 (副反応)

不活化ポジオワクチンは, 接種されたワクチン中のウイルスが体内で増えることはないため, 接
種後に麻輝が起こる危険はありません。しかし, 有害事象 (副反応) がないとは言えません。最も

多い有害事象は, 注射した部位の, 発赤, 腫脹, 疼痛などです。頻度は下がりますが, 接種後発熱
することもあります。きわめてまれに (0,01 % 未満) けいれんが起きたり, 全身に発疹が出ること

も報告されています。

不活化ポメオンクチンの接種代金

予防接種は健康保険診療の対象ではありませんので, 予防接種を受ける場合には, 当院での診療
に係わる初診料または再診料は自費負担となります。また, 本アクチンは当院の薬剤費で海外から

個人購入したものですので, 本アクチンの接種を受けた方には, ワクチン購入費および通関料を含
めた輪送費などを元に算定したフクチン代金を負担していただきます。


